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コンパクト化

⾼齢化
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• 都市運営では⾏政と市⺠の連携、市⺠協働は⼤前提

背景

インフラ
⽼朽化

⼈⼝減少

⾏政による
保有データの公開・開放

(オープンデータ化)

⺠間発信の
データ活⽤技術の⾼度化



• 都市計画関連情報への
低い関⼼・認知度

• ⾝近な範囲に留まる興味

課題
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• そもそも市⺠と共有できるデータが少ない。
• ⽩書、都市計画マスタープランはあるものの、元

のデータが使えるケースは少ない・・
行政 市民

？

• ⼈員・技術⼒の不⾜
• データ分析やシミュレー

ションへの⾼いハードル
• 型にはまった閉じた体制

説明

意⾒・評価

不十分



マスタープランの浸透度合
• 過去の調査（⻑⾕川修⼠論⽂2016）では、マ
スタープランを⾒たことがある⼈は12%程度
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市⺠だって・・・
• どうせ巻き込まれるなら楽しくやりたい︕
• なるべく具体なオープンデータで制約なくやりたい。
• 結果としてOSMやWikipedia Townなどに流れやすい。

6過去のアーバンデータチャレンジの様⼦
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◆Densely Inhabited District 
is used for current version of 
future population 
distribution in MCF.

でもやはりゾーニング知って欲しい・・
（⾦沢市の⽴地適正化計画例）

◆Desingated Residential Area
is a new zoning plan in each city. Be 
consider to this workshop using MCF.
(This data is included .geojson file)

現状のDID地区

都市機能
誘導区域

居住誘導区域



コンパクトシティ・⽴地適正化の合意形成
（MyCityForecast︓https://mycityforecast.net）
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Step2. 知りたい将来
年をクリック

Step3. 14指標について、
3つのケースで⽐較

Step4. 市⺠の意⾒を
登録

5指標 (総⼈⼝, ⾼齢
者⼈⼝, ⼦供の⼈⼝, 
⾏政コスト, 緑地割
合)

現状の値

そのままの都市構
造の場合の将来値

計画された都市構
造の場合の将来値

5指標（医療施設、
学校、スーパー、コ
ンビニ、⼤型商業施
設へのアクセシビリ
ティ）
4指標（介護施設、
保育施設、⾏政施設、
公園へのアクセシビ
リティ）

Step1. 知りたいエリア
をクリック

(500mメッシュ)

Y. Hasegawa, Y. Sekimoto, T. Seto, Y. Fukushima, M. Maeda, My City Forecast: Urban Planning Communication 
Tool for Citizen with National Open Data, Computers, Environment and Urban Systems, Vol.77, 101255, 2019



計算のアルゴリズム
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n 国勢調査
n 国⼟数値情報

n ⾃治体決算情報
n 公共交通情報

• 居住誘導エリアを指定し
た⼈⼝遷移を想定

現在・過去の都市の姿を
表すオープンデータ

output

人口分布
を推定

• 周辺⼈⼝で現状規模を維
持できるか判定

都市施設の
配置推定

• 推定した⼈⼝分布、施設
⽴地に応じた変化

行政コスト
を算定

input

n ⼈⼝指標
n 都市施設への

アクセシビリティ

n 環境指標
n 市⺠⼀⼈あたりの

財政負担

地域メッシュ5年ごとの
⽣活関連指標の推定値

都市のコンパクト化を
想定したシミュレーション



将来⼈⼝分布の推定⽅法
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コーホート
予測⼈⼝

建物更新予測

新規需要住宅
数

更新住宅数

居住地選択

居住誘導地域へ
の配分

（世帯増加率を
重みとする）

将来住宅数

将来⼈⼝

将来市街地⾯
積

住宅数

⼈⼝

t年 ｔ+5年

推定時の仮定
• 市内の住宅需要は市内で満たされる
• 都市計画に居住誘導がある場合、住宅の新規需要、更新の際には誘導地域に新

たに住居を求めるものとする。誘導地域のデフォルト設定は平成２２年度版⼈
⼝集中(DID)地区。

• 世帯数に⽐例して⼈⼝、市街地⾯積は増減する

社⼈研による市全
体の将来⼈⼝推定

値で補正

推定フロー

そのままの都市構造︓
計画された都市構造︓



使⽤しているデータ
（基本はオープンデータ）
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地域のオリジナル・プライベートデー
タによるリアルタイムなカスタマイズ
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居住誘導地域の設定

都市施設の整備
方針の設定

地図表示レイヤの設定

オリジナルの

MyCityForecast

ＤＢ
読み込み

再計算
結果

カスタマイズ設定画面

URL発行

パラメータ設定/ 
データアップロード

ユーザ

計算時間：1分以内
計算効率化により、リアルタイム
のシミュレーションを可能に

ワークショップ時間内での計画案
検討・反映に利⽤できる



カスタマイズ機能で設定できる項⽬

13

1.居住を誘導する地域
⼈⼝を集めるとしたら
どの市内のどのエリ

ア︖

→「計画された都市構
造」の⼈⼝推計に反映

されます

クリックで登
録したいメッ
シュを選択

2.都市施設の整備⽅針
どれくらいの⼈⼝になる
まで、都市施設を保つこ

とができる︖

例︓100⼈/km2 =「1km圏⼈⼝
が100⼈以上であれば施設は残

る」という条件

→「計画された都市構
造」の施設配置推計に反

1km圏⼈
⼝密度を

⼊⼒

3.地図表⽰レイヤーの追
加

この情報も追加してみた
い︕地図に重ねてみた

い︕

→地図レイヤ選択部分に
反映されます

シェープファ
イル(Shapefile)
アップロード



対象地域 実施⽇ 対象 テーマ ⼈数
⽔⼾市 2015/10/16 市職員 都市計画策定に向けた庁内勉強会 18名

2016/1/21 市⺠・企業 オープンデータ利活⽤研究会 20名
横浜市 2015/11/9 市職員 データ活⽤職員研修 52名

2016/1/16 市⺠（⻘葉区⺠会議） データを通して区の将来を考える 11名
倉敷市 2017/1/7 市⺠・企業・市職員・国 市街地（観光地）渋滞対策 15名
江津市 2017/1/14 市⺠・⺠間団体・市職員 過疎地の公共交通問題・医療介護の拠点 25名
南砺市 2017/1/21 市⺠・企業・市職員 公共施設施策を考える 25名

MCFを活⽤したワークショップの実施
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操作体験 データに
基づく議論 課題の共有
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MCFによる⽴地適正化計画への賛同態
度の変化（⽔⼾市⺠へのアンケート）
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2

2.2

2.4

2.6

2.8

3

3.2

3.4

3.6

3.8

手続き的公正感 私的利益感 社会的利益感 賛同態度

評
価
点

(平
均

)

Step1,内側 Step1,外側

Step2,内側 Step2,外側

Step3,内側 Step3,外側

テーマ事業 ⽴地適正化に向けた居住誘導区域の設定

対象 ⽔⼾市在住市⺠ 誘導区域の外側在住 52名
誘導区域の内側在住 61名

実施期間 201512/18〜2015/12/24

段階的な影響情報の提⽰による賛同態度の変化
(1~6の6段階評価) 居住誘導区域の外側

の回答者
→事業そのものの評価と
賛同度を有意に下げた

居住誘導区域の内側
の回答者

→⼿続き的公正感の向上
のみが顕著な変化

事業がもたらす利害関係
によって、情報の捉え⽅
が異なる可能性



MCFによる移転可能層の掘り起こし
• 賛同態度と⾏動意図の指標(⽀払意思額)の相関関係を⽐較
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情報提供前 情報提供後

→ より⾏動につながりやすい賛同態度が形成されている
＝都市の将来を担う責任意識の表れとも⾔える



やはり都市計画のコアデータは・・
• 都市計画基礎調査であり、もう少し⼤縮尺で、建物や

⼟地の⼀つ⼀つをハイライトしていきたい。
• 三次元のタイル表⽰などもできるようになってきた。
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都市計画基礎調査データオープン化のあゆみ
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2015〜2016
東京⼤学主催で「都市計画情報の利
活⽤及び調査のあり⽅検討会」実施

2017〜2018
国交省都市局主催で「都市計画基礎調査情
報の利活⽤及び調査のあり⽅検討会」実施

2019
東京⼤学主催で「都市計画調査データ流通

研究会」を実施

数⾃治体の基礎調査データをG空間情報センターに試験登録

基礎調査実施要領、利⽤・提供のガイドライン等
⼀式を公開。86⾃治体分の⼩地域統計での集計
データをG空間情報センターで公開するとともに、
オリジナルデータもウェブ申請を受け提供

2020
研究会を継続しつつ、正式な有料登録開始

9都府県が参加しデータを追加登
録。安定的な運⽤のための価格
体系を提⽰。

全都道府県で実施︕

国⼟交通データPFな
どともうまく連携

2021〜2022
全都道府県に周知

規制改⾰、官⺠ラウンドテーブルで都市計画基礎調査
の⺠間活⽤取り上げ



都市計画基礎調査データ流通研究会
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現状と課題感
• 少なくとも建物現況や⼟地利⽤現況を中⼼に⼩地域で
の集計データはG空間センター上で86⾃治体分が公開
され、今後も広がりそう。

• オリジナルデータの利⽤申請はセンター上で無料でで
きるもののまだ周知が⾜りず、申請数は多くない。

• オリジナルデータの認知度を上げていくためには、利
⽤する⺠間側のコミュニティを広げる必要もある。

• 国⼟交通データプラットフォームとの連携を含めて、
技術的には分かりやすい可視化などももう少し進めて
attractiveにしていく必要がある。

20
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研究の背景: スマートシティからデジタルツインへ

 

スマートシティについて 

 

 
 
 

 

 

 

 

スマートシティのイメージ   

※参考 

ӣ㎁㎻◫鵟泸րיַחמؔطبع٭ُتց

データ利活用型スマートシティの基本構想

ネットワーク層

計画段階

• ICT関連事業者が街づくり計画段階の
初期から参画

• 自治体の首長による強いコミットメント
• 全体を統括して横串を通す自治体内

の組織

対象

• 拡張可能性や持続可能性の観点から、
都市全体、鉄道沿線、街区が主たる
対象

• スクラッチからの開発と既存の街の
再開発への導入の2種類があること
に留意

構築段階

• PPP/PFIなど民間と連携したファイナ
ンスを活用

• 地元の有志企業からの出資
• ソーシャルインパクトボンドの活用も

考慮

運用段階

• 横断的なマネジメントを行う組織が
鍵

• ICT企業がエリアマネジメント組織に
参画し、データを利活用

• PDCAを回すことで、スマートシティの
バージョンアップを図る

• 既存インフラに加え、LPWA、MVNOなど
目的に合わせ効率よく利用

• 更にSDNや５Gの活用も視野に

• ゼロからの構築では無くオー
プンソースの活用

• 他のプラットフォームとの互換
性を確保

• データの標準化、アプリケーションの相
互運用性確保、ベンチャーの活用がサー
ビスの多様化に必要

• 将来的にはAIを活用した都市機能のマ
ネジメント等を視野に

データ利活用型スマートシティ
希望する自治体が容易に活用する環境を整え、運用・維持・管理コストを抑制

近隣自治体等へ
横展開し、波及効

果を最大化

都市が抱える多様な課題解決を実現

データ連携基盤
（モジュール＆クラウドによる共通化）

農林水産

交通

観光

健康・医療

行政 気象

大企業やベンチャー
企業など、多様な

主体が参画

様々なデータを収集

サービス（データ流通）層

プラットフォーム層

4

ӣ稀ⳉ泸րذ٭؊ط⮵孨榫㑔סؔطبع٭ُت㓹儖啶䘶ց

https://www.bangkokbankinnohub.com/digitaltwin/

• ٤ؕصٜذةظ
• 擻杼狜ꝴסعؤؿֵٓמ
䗯㕔ך┕ٜذةظٜٛؓ
䤗软⫋杯מّؕذ
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国⼟交通データプラットフォーム
（仮称）

㎁㎻מ꞊ذ٭ظّؕ٭ؚنعشٚوذ٭ظ٬ٚن٤

ג٤璡孨榫٭ٞغ
3域⩕峮ꄈ

峮ꄈ٬鐧削
BIM/CIMמ
域⩕錃銶

錃銶
3域⩕מذ٭ظ㓹ׂט
产䄄յ⿁韬畘杼

产䄄

×兎Ӥ槄つ䄫

⺨畘杼縖ס禴䧏畘杼䗯㕔
啶疣סّطتب

Ӱ洈

䗯㕔⪦僗ّطتب
峮ꄈ٬鐧削縖յ錃銶縖յ产䄄縖յ氦嫰縖յ产錃畘杼縖ꝴסך䗯㕔⪦僗

鵽䯥ذ٭ظ

禴䧏畘杼
מ٭ئ٤جعشٍٞ
3域⩕憠吾סذ٭ظ䐂

⿁٤ٚؕ٤꧅㯸硯؛

鵽䯥ذ٭ظ
妨ꝴ䋦疣擻ذ٭ظ

❆䋦擻䎬敯ذ٭ظյ㳃㷑鐐爑⺏䅲璡

磬岷孨Ⳃמ꞊ذ٭ظ
☔擻ס燯Ⳃ璡

舅抅杯霄מ꞊ذ٭ظ
妳霄٬ꡔ愤璡

齉䄫3ס域⩕ٜٓظ

㎁㎻◫鵟ّ٭ؚنعشٚوذ٭ظ♞燡
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オンライン電⼦納品
（My City Construction）

メイン画⾯（広域都市モデルの表⽰連携を優先）

トップページ

G空間情報センターの
データセットに登録（CKAN）

G空間情報センター

データ登録組織

他のDB

プロトタイプの全体構成

データセット管理
インターフェース



ありがとうございました︕
sekimoto@iis.u-tokyo.ac.jp
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